
部会データブック目次【産業】

№ 分類 データ・資料名 配布区分

1 経営支援 産業分類別の事業所数の割合（近隣区市との比較） 部会

2 経営支援 経営上抱えている課題 部会

3 商店街支援 商店街の利用頻度 部会

4 商店街支援 小売業の事業所数（近隣区市との比較） 部会

5 商店街支援 区内小売り売上高 部会

6 商店街支援 商店代表者の年齢の変化 部会

7 商店街支援 商店における事業継承者の有無 部会

8 商店街支援 電子マネー決済システム導入状況 部会

9 商店街支援 店舗以外での購入動向（インターネット・宅配） 部会

10 商店街支援 商店街マップ 部会

11 農業振興 杉並の主な栽培品目 部会

12 就労支援 就労支援センターの利用実績 部会

13 観光促進 訪日・訪都外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数の推移 部会

14 観光促進 杉並の観光資源 部会
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■No.1 産業分類別の事業所数の割合（近隣区市との比較）

■No.2 経営上抱えている課題

　【人材】

 【経費】

★卸売業・小売業、宿泊業・飲食サービス業、不動産・物品賃貸業、医療・福祉などの生活に関連した事業
所の割合が高い。

テーマ 産業 第 1 部会

30.10%

28.30%

26.40%

12.00%

7.70%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

従業員の高齢化

一般従業員の確保

特定専門技術を有する人材不足

事業後継者の確保

人材育成に関する組織的制度が無い

32.20%

14.40%

11.10%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

総費用に占める人件費割合の上昇

原材料高騰による原価率の上昇

借入金の返済に苦慮

出典：総務省統計局・経済産業省「平成28（2016）年経済センサス活動



 【売上】

 【需要変化】

 【資金調達】

 【施設・設備】

 【立地環境】

 【支援策】

★人件費割合の上昇や、従業員の高齢化・確保、競合他社等との競争環境の激化などを課題としている事
業所が多い。
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競合他社等との競争環境の激化

受注量・取引量・売上高の減少

17.10%

14.40%

4.00%

3.90%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

顧客や取引先に生じた変化の影響

高度化する顧客への十分な対応

技術・市場動向等に対する情報不足

顧客ニーズがつかめない

20.70%

3.80%

1.90%

1.30%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

運転資金の確保

新規事業のための資金調達

金融機関と十分な交渉ができない

投資家との出会いの場不足

13.80%

5.60%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

事業所等の新設・拡張・改築ができない

駐車場が確保できない

1.10%

0.70%

16.80%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

大規模開発による周辺環境の変化

住宅開発等により事業継続が困難

地価・地代・賃料が高い

8.50%

7.10%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

困ったときの相談相手不足

産業支援施策や制度に関する情報不足

1.80%

12.40%

0.00% 5.00% 10.00% 15.00% 20.00% 25.00% 30.00% 35.00%

その他

特にない



■No.3 商店街の利用頻度

資料：平成29年（2017）度杉並区の産業に関する区民意向調査

■No.4 小売業の事業所数（近隣区市との比較）

出典：総務省統計局・経済産業省「平成24（2012）年・28（2016）年経済センサス活動調査

★区民調査によると、商店街の利用頻度は減少している。

★区内小売業の事業所数は、増加している。

29（2017）年度 23（2011）年度



■No.5 区内小売り売上高

■No.6 商店代表者の年齢の変化

資料：平成29(2017)年度杉並区商店実態調査

★区内小売業の売上高は、増加傾向にある。

★商店代表者の年齢は、高齢化している。
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■No.7 商店における事業継承者の有無

■No.8 電子マネー決済システム導入状況

資料：平成29(2017）年度杉並区商店実態調査

★平成29(2017)年度の商店実態調査によると、8割超の商店が電子マネー決済システムを導入していない。

★事業継承について、3割超の商店が「自分の代で廃業するつもりである」と考えている。

資料：平成29（2017）年度杉並区商店実態

29（2017）年度 23（2011）年度



■No.9 店舗以外での購入動向（インターネット・宅配）

資料：平成29（2017）年度杉並区の産業に関する区民意向調査

★インターネットショッピングや宅配サービスを利用する人の割合は、増えている。

29（2017）年度 23（2011）年度

29（2017）年度 23（2011）年度



■No.10 商店街マップ

★主要な鉄道、幹線道路を中心に商店街が形成されている。



■No.11 杉並の主な栽培品目

出典：「東京都農作物生産状況調査報告書」（平成26（2014）年産）

■No.12 就労支援センターの利用実績

15～24歳
25～34歳
35～44歳
45～54歳

★消費者に囲まれた農業環境を生かして、新鮮で安全な多品目の野菜や生活に潤いをもたらす花、植木を
生産し、その多くを地域に提供している。
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不明
合計
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合計

★若者就労支援コーナーの利用は３４歳までの若者の利用が多いが、ハローワークコーナーの利用は３５
歳以上の中高年（ミドルシニア）の利用が多い。
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■No.13 訪日・訪都外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数の推移

■No.14 杉並の観光資源 n=333(無回答218を除く)ＦＡ

資料：平成29（2017）年度杉並区の産業に関する区民意向調査

出典：訪日外国人旅行者数「訪日外客数」（JNTO)
訪日外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数「東京都観光客数等実態調査」（東京都）

★訪日・訪都外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数は、いずれも近年増加傾向にある。

★地域の「イベント・まつり」や「自然・緑・公園・川」などを区の観光資源と捉えている区民が多い。
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